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用 I 1ロ トの中の不合格品の数 の余地はいま二つしか
|。…一一 100・ 1，000 なし、と考えられている。
一 一一
決定合格とする 1 ト…… 0・ -2∞ 他の全製品を合格品と








































た左する。この仰は 1から 1，000のあいだの撃数になる。 古てNからなるロヅ
トに%個の不合格吊があった場合に，全部の製品を適格とみなした場合の効用












































































団に Oの性質があり，たまたま標本に Z という観察値として現われたと考えれ





とから発生し亡くる xにもとづいて決定aをくだすということ壱， ω=d(x)o 
という形であらわす。これは aはzに依存するとよめばよい。
問題は a=d(x)の具体的な形を決めることであるが，そのためには効用指
ベイズの決定関数 (177) 7 
標を決めておかなければならない。ここでは取扱いの便宜上，効用の代りに損





決 定 acA (Aから uをえらぶ)
ノ 4ラメーター 。 (母集団の特徴〕























fR[d(の，O]q(O)dO=f f L[d(x)， O]p(xIO)q(θ)dxdO 
になる。ベイズの定理が登場するのはこの点においてである。
p (xl 0) q(O) =γ(x， 0)=s(OI%)t(%) 
が，そのベイズの定理であった。これを代入すると，






f L[ d (x)， OJs (0 Ix) t(，.)dOdx 










たとえば Z が p(xlめという分布舎もっている土曹に，母集団のパラメータ
-0についての推定を行なうという問題におきかえて考えてみようのこれは典



















決定は点集合のみならず， たとえば仮設検定 (testinghypothesis) をもふくむ
ことになる。


































1) C. F. Gauss， Theor~e 由n klei出tω~ Fahlern句mterωoγjenen[(，印治問ationder Beoba品加ngen
1821，にこの方法が提ヲ唱されているといわれている。



















損失 L(ん μ)= (戸川2
とおけばよい o 損失関数をこういう形におく理由は前節で説明したから， くり













したがって問題ほとなる。 l 主士山 1 _ (p._{i)2 






































= (1+ t1f'~)同一2(σμ 'x+戸)μ+ 。ρρ十戸
三(1+σμ2){p.2ー 2(J4二子}μ+旦竺並'-j-， 1ァσμ f;-' 1+σμ 














μ 一μ 〉戸 υp-一引μ) 
7布 lt2e -~dp_= Yお I/H下 -dμ
1 _Jμーμ)'










P(x，I/") =7五五よ e 2<1"，2 (i=1，2， ，N) 
1 _ C!，-~~ 
q(μ)=7zzebf12 
L=(月一μl'

















=呈((均一正)，十2(Xi 正)(正一/1)+ (云 μ)勺
N N N 
=呂C-~t-X)2 十 2写jfz けい μ)+戸(乙7μ)'
N 




，唱、 N ，1:.(山 -x)Z 1¥rr=_..¥ 
p(叫μ)= ¥靖ζ)eと五「・ 8一苛云，-，
したがって問題は
J(月一μ)'p (%1μ)q (μ)d，μ 








);(均時(xー ρ)=(x μ).E(Xi-X) 
i=-l 1=1 
N 
I: (Xi-X) =0 
t=-1 
(未完〕
